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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細胞増殖性障害の個体を処置するための組成物であって、
　ＵＤＰ－グルクロノシルトランスフェラーゼ（ＵＧＴ）活性を高めるための化合物とし
て、治療有効量の化合物プテロスチルベンを含むことを特徴とする組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物において、前記ＵＧＴ活性をＵＧＴ発現の誘導によって高める
ことを特徴とする組成物。
【請求項３】
　請求項２に記載の組成物において、前記個体がヒトであることを特徴とする組成物。
【請求項４】
　請求項３に記載の組成物において、薬学的に許容される担体又は栄養補給食品として許
容される担体をさらに含むことを特徴とする組成物。
【請求項５】
　請求項４に記載の組成物において、総用量に対する前記治療有効量のプテロスチルベン
が、前記組成物の総重量を基準にして、約０．１重量％～約１０重量％の範囲であること
を特徴とする組成物。
【請求項６】
　請求項４に記載の組成物において、総用量に対する前記治療有効量のプテロスチルベン
が、前記組成物の総重量を基準にして、約０．１重量％～約０．５重量％の範囲であるこ
とを特徴とする組成物。
【請求項７】
　請求項４に記載の組成物において、１日総用量に対する前記治療有効量のプテロスチル
ベンが、約５ｍｇ～約１０００ｍｇの範囲であることを特徴とする組成物。
【請求項８】
　請求項４に記載の組成物において、１日総用量に対する前記治療有効量のプテロスチル
ベンが、約５０ｍｇ～約２５０ｍｇの範囲であることを特徴とする組成物。
【請求項９】
　請求項７に記載の組成物において、経口、局所、皮内、経皮及び皮下のうちの何れかの
経路を介して投与可能であることを特徴とする組成物。
【請求項１０】
　請求項７に記載の組成物において、前記細胞増殖性障害が皮膚がんであることを特徴と
する組成物。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の組成物において、前記皮膚がんが、基底細胞癌、有棘細胞癌、悪性
黒色腫、カポジ肉腫、メルケル細胞癌及び皮膚のリンパ腫のうちの何れかであることを特
徴とする組成物。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の組成物において、前記悪性黒色腫が転移性であることを特徴とする
組成物。
【請求項１３】
　請求項７に記載の組成物において、前記細胞増殖性障害が日光角化症及び異形成母斑の
うちの何れかであることを特徴とする組成物。
【請求項１４】
　請求項１に記載の組成物において、１２－ＨＥＴＥのレベルを低下させる効果を有する
ことを特徴とする組成物。
【請求項１５】
　個体におけるＵＤＰ－グルクロノシルトランスフェラーゼ（ＵＧＴ）活性の、ＵＶによ
り誘発される消失を防止又は抑制する組成物において、ＵＤＰ－グルクロノシルトランス
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フェラーゼ（ＵＧＴ）活性を高める化合物として、治療有効量の化合物プテロスチルベン
を含むことを特徴とする組成物。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の組成物において、前記ＵＧＴ活性をＵＧＴ発現の誘導によって高め
ることを特徴とする組成物。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の組成物において、前記個体が細胞増殖性障害に罹患した固体である
ことを特徴とする組成物。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の組成物において、前記個体がヒトであることを特徴とする組成物。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の組成物において、薬学的に許容される担体又は栄養補給食品として
許容される担体をさらに含むことを特徴とする組成物。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の組成物において、総用量に対する前記治療有効量のプテロスチルベ
ンが、前記組成物の総重量を基準にして、約０．１重量％～約１０重量％の範囲であるこ
とを特徴とする組成物。
【請求項２１】
　請求項１９に記載の組成物において、総用量に対する前記治療有効量のプテロスチルベ
ンが、前記組成物の総重量を基準にして、約０．１重量％～約０．５重量％の範囲である
ことを特徴とする組成物。
【請求項２２】
　請求項１９に記載の組成物において、１日総用量に対する前記治療有効量のプテロスチ
ルベンが、約５ｍｇ～約１０００ｍｇの範囲であることを特徴とする組成物。
【請求項２３】
　請求項１９に記載の組成物において、１日総用量に対する前記治療有効量のプテロスチ
ルベンが、約５０ｍｇ～約２５０ｍｇの範囲であることを特徴とする組成物。
【請求項２４】
　請求項２２に記載の組成物において、経口、局所、皮内、経皮及び皮下のうちの何れか
の経路を介して投与可能であることを特徴とする組成物。
【請求項２５】
　請求項２２に記載の組成物において、前記細胞増殖性障害が皮膚がんであることを特徴
とする組成物。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の組成物において、前記皮膚がんが、基底細胞癌、有棘細胞癌、悪性
黒色腫、カポジ肉腫、メルケル細胞癌及び皮膚のリンパ腫のうちの何れかであることを特
徴とする組成物。
【請求項２７】
　請求項２６に記載の組成物において、前記悪性黒色腫が転移性であることを特徴とする
組成物。
【請求項２８】
　請求項２２に記載の組成物において、前記細胞増殖性障害が日光角化症及び異形成母斑
のうちの何れかであることを特徴とする組成物。
【請求項２９】
　請求項２２に記載の組成物において、前記細胞増殖性障害が、乳がん、卵巣がん、子宮
頚がん、前立腺がん、精巣がん、結腸直腸がん、肺がん、腎がん、肝がん、脳がん、胃が
ん、気管支がん、膵がん、膀胱がん及び骨がんのうちの何れかのがんであることを特徴と
する組成物。
【請求項３０】
　請求項１５に記載の組成物において、１２－ＨＥＴＥのレベルを低下させる効果を有す
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ることを特徴とする組成物。
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